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 23年度の実態調査
 ①船舶から発⽣する廃⾷油の種類、量 ②船内での保管⽅法・場所 ③港湾への引渡し⽅法

④船舶にかかる規制等の扱いの実態を調査。
 調査対象船舶
• 12/11 貨物船︓RORO船 、12/15 旅客船︓フェリー、1/22 貨物船︓セメント運搬船、

1/23 旅客船︓フェリー、1/30 貨物船︓RORO船

 実態調査を踏まえた課題
 廃⾷油の回収①船舶側の負担とならない回収⽅法
• ⼀部の⼤型フェリーでは、すでに廃⾷油の回収を実施。回収事業者を選択する際の優先事項は、「船内の保管場所ま

で業者が来て回収する」こと。理由は、回収業者への受け渡しに伴う転倒等による廃⾷油の流出リスクの回避。
• ⼤型フェリー以外も同様な扱いを希望。ただし、貨物船などは、接岸時間・場所の制約あり、別⽅法の検討が必要。
 廃⾷油の回収②回収廃⾷油の⼀時保管の⽅法（廃⾷油の回収量）
• ⼤型フェリーでは、ペール⽸等の既存容器を使⽤し、船内に⼀時保管。容器の転倒防⽌も⼀般的な措置を実施。
• ⼤型フェリー以外では、回収量は多くはないが（フェリーがコンビニ並みの1トン/船・年に対し、数⼗リットル/船・年）、

同じ場所に接岸する船の場合は、複数船分も含めて回収できれば、回収量もある程度期待。⼀⽅で、船内・船舶外
の⼀時保管の⽅法（容器・陸上の保管場所）の検討が必要。

 廃⾷油の利⽤︓バイオ燃料のバンカリング⽅法（燃料攪拌）
• 船舶でのバイオ燃料の利⽤は、100%濃度ではなく、重油等との混合燃料が基本。
• バイオ燃料⼯場が混合燃料の状態で出荷する可能性は低く、現状は、船舶で使⽤する際にバイオ燃料と重油等を攪

拌して、混合燃料とするのが当⾯の⼀般的な⽅法。⼀⽅で、港内での燃料攪拌は、陸上規制との関係から⼿間を要
し、現状の多くはバージ利⽤による海上での攪拌を実施。船舶搭載の燃料攪拌使⽤する⽅法もあるが、多くの船は当
該装置を搭載していないのが現状。このため、バンカリング⽅法（燃料攪拌）の検討が必要。

 その他課題
• 回収廃⾷油と回収廃⾷油利⽤のバイオ燃料の品質管理（地域差込み）
• 地産地消モデルにおける陸上の廃⾷油回収との連携（船舶のみの回収量では⾜りない・荷主⼯場等との連携）
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